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真貴 な 洞窟 な ど に すね 動物 の 中 に は , 環境 の 影響 か ら 眼 の 退化 し た も の が ある 、 クモ 
に 於 て も その 例 に も れず , 眼 の 数 や 大 き さ に 人 退行 過程 の 種々 な 段階 を 示す も の が あり 
特記 コ サ ラ グモ や マシ ラグ モ の 小さ い 仲 間 な ど に その 例 が 多い . 著しく 小さ いも の , W 
跡 的 な も の な どい ろ い ろ 知 らち られ て お ぉ り , 最も 極端 な 場合 は 眼 を 全く 欠く も の さ を あ つ 
T, 隔離 孤立 化し た 洞窟 生活 に こよ る 一 つの 変異 を 示し て いる . 海外 区 於 て は すでに た 眼 の 
な い ク モ の 報告 が 相当 あり , 有名 な Anthrobia ( コ サ ラ グモ 科 ) を 始め , Syedra, Tro- 
glohyphantes, Tuganobia (サラ グモ 科 ), Troglothele (バリ ケル ス 科 ), Iberina (ハタ 
ケ グ モ 科 ), Telema (テレ マ 科 ), Nesticus (ホラ ヒメ グモ 科 ) な ど に その 例 が 知ら れ 
CWS. 我国 於 ける 洞窟 産 の ク そ は 岸田 久吉 ・ 小 松 敏宏 ・ 石 川重 治郎 ・ 植 村 利 夫 ・ 波 
部 忠重 ・ 上 野 俊一 ・ 野 村 成 ・ 入 木 沼 健夫 の 諸氏 に より わずか 調査 きれ て いる が 眼 の な い 
クモ は 一 度 も 発見 され な か つた . と と ろ が 昭和 32 年 に 高知 県 萬 蒲 洞 に 於 て 中 平 清 氏 の 手 
に より 我国 で 始め て 眼 の な い ク モ が 採集 され た の で , こと に その 研究 結果 を 報告 し て お 
Sa 

研究 を 委ね られ , か つ 標 本 を 御 提供 下さ つた 中 平 清 氏 に , また 文献 その 他 で お 世話 
な つた . C. Fr. Roewer, AF. Archer, H.W. Levi, R.R. Forster, B.J. Marples の 諸氏 
に 厚く 御礼 申 上 げ る . 

(9) 体 長 1.8mm. 頭 胸部 は 中 凸 で 長 さ は 巾 に まさ る . 頭 部 前 方 は 丸く , 額 は 垂直 , + 
く 眼 を 欠き その 人 退化 し た 痕跡 も 認め られ な いで 若干 の 毛 を 生じ て いる の み . ME - ikt 
溝 は 洪 く て 不明 瞭 で 中 溝 も 明らか で な い , 頭 部 後方 で 胸部 に うつ る 部 分 と 3 本 の 毛 が あ 
る . 触 肢 は 小さ い が 節 の 数 に 減少 は 見 られ ず 爪 を 欠く . PANSE, 後 牙 提 に 3 本 の 小 
歯 が あ る が 後者 の は 極め て 小さ い . 胸板 は や や 中 凸 で 前 方 の 貼 広 く 大 体長 さ が 貼 に 等 し 
o 後 端 は 店 広く 終り , 第 4 脚 基 人 節 問 を その 貼 の 2 倍 の 距離 で へ だ て て いる . FRE 
長 で 胸板 と 穴 合 し 下顎 は 高 さ 貼 に まさ ら ず 前 より で ある . 歩 服 は 第 4 脚 最も 長く 1・2・ 
3 が 之 に 次 ぐ . AMR LORY. 脚 端 に は 3 爪 あ り , 下 爪 に は 歯 は な い が 上 爪 に は 
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Archerius nakahirai sp. nov. 
( メ ナ シ ヒメ グモ ) 


Archerius nakahirai sp. nov. (2) 
1. Dorsal aspect. 2. Ventral aspect 3. Palp. 4. Claws of 4th leg 5 .Serrate hair 


か る うじ て 認め 得る 4 歯 が 基 部 より に あり 先端 の も の ほど 長い . MAORIEN, IF 
節 背 面 中 央 か ら 先 端 よ り と 1 RM, 下面 に C2 刺 (1・1) ある が 何れ も 弱い . MER- 
末端 粘着 毛 を 欠く . ヒメ グモ 科 ヒ 普通 な 鑑 歯 岡 毛 は 4 脚 遇 節 人 に 見 られ な い が , SHOR 
蹴 両 館 の 下面 の 毛 は 鐘 歯 状 を 呈 し て いる . 腹部 は 長 卵 形 で 背面 や や 局 平 . 前 方 は 胸部 後 
半 を ね おおう. 背 と は 一 様 に 赤褐色 の 基盤 を 散布 し , その 各々 に や や 長い 毛 を 生じ る 、 下 
面 は 前 か ら 2 は キチ ン 板 で お お われ , その 下端 中 央 に epigynum が ある . 書 肺 の 位置 
は 気 門 が 一 対 小さ い 長 雛 形 の 穴 と し て 存在 し て いる . 後 気 門 は 横長 で epigynum の 
直後 に ある . MERE END. 間 導 は 小さ いな が ら 明 瞭 で ある . 
色彩 ・ 全体 黄色 の 勝つ た 褐色 で ある が 胸板 周 線 ・ キ チン 板 ・ 後 気 門 の 周囲 ・ 腹 背 の 3 
の 基盤 は 赤褐色 

産地 : 高知 県 土佐 郡 土佐 山村 萬 蒲 洞 (し よう ぶどう ) 内 の 鐘 乳 石 の く ほ み 

採集 : 昭和 32 年 8 月 8 日 . 中 平 清 氏 (高知 市 一 宮 ) 

備考 : 本 種 と 近似 の も の と し て は Comaroma, Pholcomma, Micropholcomma, Tex- 
tricella, Archerius な ど 多 数 の クモ が ある が , RMARER< KICK, ORL Mic 
よる 比較 は 不可 能 で ある を ため , 眼 以 外 の 種々 の 標 徴 を 以 つ て 属 を 決定 し た . Colulus が 
明瞭 な る 点 , 蹴 節 が 唄 節 より 短い 点 で Pholcomma に 入れ 難く . 下顎 入 字 状 な る 点 で 
Comaroma と 区 別 出来 , 後 気 門 を 有する 点 で は Textricella で も な い . 一 般 的 特徴 は 
Symphytognathidae ICU TV S25, 触 肢 は 小さ いな が ら も 節 数 減少 や 退化 の 見 られ 


cm 
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な い 点 で Symphytognathidae の 種々 の 属 と あわ な い . し か し 最近 HW. Levi の 設定 
し た ヒメ グモ 科 の Archerius に は あら ゆる 点 で よく 一 致す る し , また 小豆 島 で 採集 (5- 
VI-1955, 岡田 康 稔 氏 採 ) され た 本 種 区 極め て 酷似 し た 8 眼 の クモ で Levi が Archerius 
と 断定 し た も の に も 極め て よく 似 て いる 点 か ら , こと に Archerius の 一 種 と し て 記載 
し た . Archerius mendocino LEVI と は 有 眼 の な い 点 , epigynum の 形 , 間 導 が 小さ いこ 
と に より 区 別 出来 る . 

な お 本 種 K 属 する 科 だ に つい て は Theridiidae, Linyphiidae, Symphitognathidae な ど 
いろ いろ 考え られ , Levi は Archerius を Theridiidae と し て 扱っ て いる の で , これ に 
従っ た . ADAREM LO BOL, 下 礎 が 胸板 に 疲 合 し て いる と と , 腹 背 に 小 円 板 を 分 
布 す る と と , 腹面 に scutum を 有する こと な どの 点 か ら Symphitognathidae の 特徴 も 
そなえ て いる . 8 は 未 発見 . 

本 種 の 生態 は まだ 分 つて いな い が 中 平 清 氏 の 報告 に よれ ば , 洞窟 の 鏡 孔 石 の くば み に 
5 本 の 糸 を 引き その 和 糸 の 集 つ た 頂点 に クモ が 止 つ て いた 由 で ある . 

追記 本 種 発見 後 , 大 分 県 の 狩 生 洞 で 野 村 茂 氏 に より 無限 の マシ ラグ モ (Leptoneta 
sp.) を 採集 され た が , 目下 筆者 の 手元 に あり 研究 中 . 


Résumé, 


Till now, about a score of cave-inhabiting spiders have already been reported 
from some caves in Japan by K. Kishida, J. Ishikawa, T. Komatsu, T. Uyemura, 
T. Habe, S. Nomura, S. Ueno and T. Yaginuma. 

Although in these spiders are sometimes found various stages of reduction of 
eyes, no eyeless spider has yet been recorded. Recently, however, the author had 
an oppotunity to examine a small spider, collected from a hollow in a limestone 
cave in Kochi Prefecture, which shows apparently a form for isolated dwelling in 
a dark cave by lacking eyes. In this paper is reported a new eyeless species of 
Archerius; which, however, has eyes in American species. 

The specific name was given in honour of Mr. Kiyoshi Nakahira who discove- 


red the present species. 
Archerius nakahirai sp. nov. 


($ ) Cephalothorax convex, longer than wide. Anterior part of the head roun- 
ded. Clypeus vertical. Eyes entirely wanting, and even their vestiges invisible, 
only a few hairs remaining. All grooves or furrows on carapace obsolete. Tarsus 
of palp without claw. Upper margin of fang furrow with three teeth, lower also 
with three but small. Sternum as long as broad. Maxillae wide, converging in front 


of labium. Labium fused to sternum. Legs 4.1.2.3, scopulae and claw tufts want- 
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ing. Posterior legs with weak spines on each tibia, Tarsus longer than metatar- 
sus. Tarsal claws three; upper claws with four extremely small teeth increasing 
distally in length. These teeth unrecognizable without careful observation. Serr- 
ated brisles as usually seen in Theridiidae, wanting, but hairs on the undersid- 
es of all tarsi and metatarsi weakly serrated. Abdomen long oval, with many 
reddish brown sclerotized spots with a hair on each, scattered closely on the en- 
tire dorsum. Anterior part of abdomen overlapping the hind part of thorax. A 
ventral scutum extending forward to encircle the pedicel, covers 2/3 of the vent- 
er, and with a pair of small oval holes of spiracles in anteriar part. Posterior 
tracheal spiracle transverse, a little advanced from spinnerets, and near to epi- 
gynum situated at the end of the scutum. Spinnerets sorrounded by mammillary 
wall. Colulus small but distinct. Total length 1.8 mm. 

Colour: Body and appendages yellowish brown. Margin of sternum, ventral scu- 
tum and posterior tracheal spiracle reddish brown. Abdomen yellowish brown 
with many reddish brown spots. 

Locality and Date: Shobudo cave, Kochi Prefecture, Japan. 

(Collected by Mr. Nakahira, Aug. 8, 1958) 

Remarks: Present specier belongs to the genus Archerius which was establis- 
hed by H.W. Levi 1957, and is distinguished from Archerius mendocino Levi by the 
absence of eyes, small colulus and the shape of eyigynum. The characteristics 
of present species indicates also those of Symphytognathidae which is sometimes 
treated as distinct family. The author has another species of which was identified 


by H.W. Levi, and wil be dercribed by prof. Or in near future. 
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